
第二地連新聞

２
０
１
９
年
３
月
２
日

（
土
）
台
東
清
掃
事
務
所
・

清
川
庁
舎
に
お
い
て
、
２
０

１
８
年
度
第
二
地
連
年
次
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇

◇

◇

◇

小
野
瀬
組
織
部
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
金
子
議
長
よ
り

地
連
を
代
表
し
て
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
来
賓
か
ら
は
、

東
京
清
掃
本
部
よ
り
多
田
副

委
員
長
・
西
村
常
任
、
Ｆ
Ａ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団
か
ら

２
名
の
方
が
お
忙
し
い
中
、

駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
原
田
事
務
局
長

に
よ
る
一
般
経
過
報
告
・
植

村
会
計
よ
り
一
般
会
計
決
算

報
告
が
報
告
さ
れ
全
体
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
入

り
、
緒
方
副
議
長
よ
り
２
０

１
９
年
度
活
動
方
針
（
案
）

の
提
起
・
植
村
会
計
よ
り
２

０
１
９
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）
の
提
起
が
さ
れ
全
体

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
議
長
団
よ
り
２

０
１
９
年
度
役
員
体
制
が
報

告
さ
れ
、
議
長
団
解
任
後
、

原
田
新
議
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
年
次
総
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

交
流
会
で
は
４
区
５
支
部

の
仲
間
が
支
部
を
こ
え
た
交

流
を
お
こ
な
い
、
地
連
内

「
横
の
繋
が
り
」
を
強
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

年
次
総
会
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
金
子
議
長
に
お
き
ま
し
て

は
長
い
間
、
第
二
地
連
の
先

頭
に
立
ち
、
地
連
活
動
に
幅

広
く
携
わ
っ
て
下
さ
り
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
第
二
地
連
一
同
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
原
田
新
議
長

の
も
と
、
第
二
地
連
と
し
て

職
場
・
地
域
で
の
運
動
を
基

軸
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
参
加
さ

れ
た
仲
間
の
み
な
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度

第
二
地
連
役
員
体
制

・
議

長原
田

輝
高
（
台
東)

・
副
議
長緒

方

雄
一
（
文
京)

武
井

正
雄
（
北
）

・
事
務
局
長

東
海
林
一
久
（
荒
川)

・
事
務
局
次
長

小
野
瀬

修
（
北
）

・
会

計植
村

純
（
台
東)

・
常
任
委
員

関
根

進
（
荒
川)

浦
井

英
昭
（
荒
川)

豊
田

浩
史
（
荒
川)

高
橋

敏
光
（
北
）

関
上

徹
（
北
）

坂
部

信
弘
（
北
）

青
木

一
吉
（
北
工
場)

片
岡

良
亮
（
台
東)

宇
佐
美
浩
一
（
台
東)

小
林

知
巳
（
台
東)

高
橋

清
孝
（
文
京)

榎
本

秀
和
（
文
京)

松
澤

貴
広
（
文
京)

・
会
計
監
査

戸
張

義
弘
（
荒
川)

畠
山

治
道
（
文
京)
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第二地連新聞

議
長
就
任
に
あ
た
っ
て

議

長

原
田

輝
高

２
０
１
９
年
３
月
２
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
第
二

地
連
２
０
１
８
年
度
年
次
総

会
で
議
長
を
拝
命
し
ま
し

た
、
台
東
支
部
の
原
田
で

す
。
常
任
を
２
年
、
事
務
局

長
を
９
年
担
い
、
新
た
な
役

職
と
し
て
改
め
て
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

政
治
と
行
政
の
信
頼
を
根

底
か
ら
掘
り
崩
し
、
嘘
と
偽

り
に
ま
み
れ
た
安
倍
政
権
に

よ
っ
て
、
平
和
憲
法
が
戦
後

最
大
の
危
機
を
迎
え
、
国
民

生
活
を
徹
底
的
に
破
壊
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
民
投
票
で

は
、
移
設
に
「
反
対
」
す
る

票
が
全
投
票
資
格
者
数
の
４

分
の
１
を
超
え
ま
し
た
。
こ

う
し
た
安
倍
政
権
の
暴
走
を

止
め
る
に
は
、
４
月
の
統
一

自
治
体
選
挙
お
よ
び
参
議
院

議
員
選
挙
を
重
視
し
、
組
織

内
参
議
院
議
員
候
補
の
「
岸

ま
き
こ
」
の
必
勝
に
向
け
て

取
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

廃
棄
物
行
政
の
第
一
線

は
、
現
場
労
働
者
の
豊
富
な

知
識
と
経
験
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
一
部
の
区
で
新
規

採
用
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
国
の
指
導
に
よ
る

退
職
者
不
補
充
の
方
針
の

下
、
車
付
雇
上
な
ど
の
委
託

化
や
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職

員
な
ど
の
非
正
規
雇
用
の
拡

大
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
業
職
場
の
直
営
堅
持
、

労
働
安
全
衛
生
の
確
立
の

為
、
人
材
を
確
保
し
安
心
・

安
全
で
質
の
高
い
持
続
可
能

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

清
掃
事
業
を
確
立
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私

た
ち
が
安
心
し
て
働
き
生
活

で
き
る
労
働
条
件
に
向
け
運

動
の
強
化
が
重
要
で
す
。

第
二
地
連
は
、
情
報
の
共

有
化
・
交
流
・
学
習
活
動
を

通
じ
各
職
場
の
問
題
点
等
を

明
ら
か
に
し
、
組
合
員
一
人

一
人
の
「
生
命
・
権
利
・
生

活
」
を
守
り
、
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
、
直
営
堅

持
の
立
場
で
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
諸
要

求
実
現
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

引
続
き
の
、
地
連
内
組
合

員
の
団
結
を
お
願
い
し
ま

す
。

議
長
退
任
の
挨
拶

金

子

寿

夫

３
月
２
日
の
第
二
地
連
年

次
総
会
に
て
議
長
職
を
退
任

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

区
移
管
以
降
、
新
地
連
立

ち
上
げ
時
か
ら
副
議
長
10

年
、
議
長
９
年
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
副
議
長
を
引

き
受
け
た
時
に
中
央
委
員
会

議
長
団
に
抜
擢
さ
れ
当
時
の

ベ
テ
ラ
ン
議
長
団
の
中
、
四

苦
八
苦
し
や
っ
て
き
た
事
も

今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。
国
鉄
闘
争
を
始
め
様
々

な
闘
争
支
援
、
学
習
、
交

流
、
集
会
等
、
多
岐
に
わ
た

り
地
連
運
営
に
携
わ
る
事
が

出
来
た
事
、
地
連
運
動
を
通

し
て
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
想
う
気
持
ち
の
大
切
さ
や

重
要
さ
、
団
結
ま
つ
り
、
地

連
一
泊
学
習
会
等
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
思
い
浮
か
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
４
区
５

支
部
の
地
連
内
の
仲
間
の
皆

さ
ん
の
支
え
と
絶
大
な
る
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
レ
ク
活
動
で

は
今
で
は
す
っ
か
り
と
定
着

し
各
支
部
の
多
く
の
仲
間
の

家
族
を
含
め
た
参
加
の
元
、

子
供
達
た
ち
の
笑
顔
と
家
族

の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
た
時

に
は
、
ま
さ
に
各
支
部
の
垣

根
を
こ
え
た
交
流
が
出
来
る

様
に
な
り
、
地
連
活
動
大
事

さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま

し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
あ
る
監

督
の
言
葉
に
「
や
っ
て
よ
か

っ
た
人
生
と
、
や
れ
ば
よ
か

っ
た
人
生
、
言
葉
の
違
い
は

わ
ず
か
で
も
結
果
と
し
て
は

大
き
な
違
い
に
な
る
、
悔
い

の
無
い
よ
う
に
精
一
杯
頑
張

る
事
が
一
番
大
事
で
す
よ
」

こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら
れ

歩
ん
で
こ
れ
た
組
合
運
動
を

「
や
っ
て
よ
か
っ
た
人
生
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
第
二

地
連
で
の
19
年
間
の
思
い
を

胸
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
で
退
任
を
致
し
ま
す

が
原
田
新
議
長
の
元
、
第
二

地
連
の
更
な
る
強
い
絆
を
強

め
発
展
し
て
い
く
事
を
期
待

し
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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